
1 

平成２８年度第３回地域会議議事録

1. 日 時 平成 28年 11月 6日(日)13：30～15：25 
2. 場 所 久寺家近隣センター会議室
3. 出席者

[久寺家地区自治会・町会] 2名
久寺家マンション自治会長、久寺家二丁目自治会長

[久寺家地区子ども会] 3名
久寺家マンション子ども会、久寺家三菱子ども会（代理）、久寺家二丁目子

ども会

[北地区社会福祉協議会] １名
副会長

[久寺家地区民生・児童委員] 4名
 [久寺家地区生活お助け隊] １名
隊長

[久寺家地区まちづくり協議会] 7名
まち協会長、副会長、副会長、総務部長、企画部長、

施設管理部長、広報部長

[事務局]2名
[我孫子市 市民活動支援課] 2名

4. 議 事
まち協会長から、開会の挨拶に続き出欠の連絡、地域会議へ出席できない

場合は代理の方が出席されるようにご配慮いただきたい旨のお願いがあり、

以下の通り議事がすすめられた。

（１）配布された第 2回地域会議の議事録承認が諮られ、異議なく承認された。

（２）平成 28年度活動状況について
 まち協会長から、9月以降の状況について、以下の通り報告がなされた。
① よりみちサロン「風」の活用状況

〇9月は 9日開店 276名、10月は 8日開店し 229名。リピーターの方は多
いが、まだサロンのことを知らない人など未利用の方も多い。

〇11月 2日に市民カレッジの講座生 11名が見学のため来店、サロン開設の
経緯について説明した。また併せて「生活お助け隊」についても活動状況

などを説明した。当地区の地域活動の取り組みへの賛辞があった。

② 多世代間交流ほか
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○10月 12日 市民活動支援課、手賀沼課と打ち合わせ
市民活動支援課から前年度地域会議事務局に対するアンケート調査結果

について報告を受けた。地域会議の実績に対して前向きな評価が多かった。

また、手賀沼課から近隣センターの屋根に「太陽光発電装置」を設置した

いとの説明があった。

○10月 22日ガーデンコート、9月 27日つくしの荘の運営会議に出席した。
介護保険の法律改正に伴い,要介護 1及び 2は市の担当となる。市は介護
施設は地域と密着して地域の人々の優先入居を前提に運営を図るよう勧

める意向で、入居者も地域の行事に可能な限り参加を推進。

また、施設運営会議も地域の代表者を参加させることになった。

○我孫子市が地域会議の推進のため、新たに「地域会議通信」の発行を準

備中、また 12月 1日付我孫子市広報に当地区活動報告で「夏休み宿題教
室」や「ラジオ体操」の写真が掲載される予定。

 ③秋祭り、芋煮 400食、ビートルズ曲コンサート等、盛況裏に実施された。
 ④今後の予定

○１２月２２日(木)午後開催予定の 三菱子ども会と久寺家マンション子
ども会合同の「クリスマス会」について、ロケット工作のサポート依頼

があり、数人に協力の了解を得た。

〇11月 26日「新しい地域づくり」市民活動ネット研修会。
〇11月 29日及び 12月 18日にまち協主催講演会 2回開催。
〇11月，12月中に元気シェァ地域就労リーダー講座あり。

（３）地域会議参加団体の状況報告等

 それぞれの団体の活動計画の進捗状況、問題点、要望事項などについて、以

下の通り報告され、関連した意見交換がなされた。

  ○二丁目自治会長

ごみ処理に関して、「生ごみ」のカラス対策については「生ごみ」のネッ

トの上に「ブルーシート」を上乗せすることで、時期的なこともあるが現

在のところカラス被害は防ぐことが出来ている。

  「ごみ」をどこの場所に出すかという問題があった。土谷津町会の一軒か

ら所定の「ごみ置き場」は遠いところにあるので、近い二丁目自治会と三

菱自治会の「ごみ置き場」に置かせてもらえないかという申し出が、二丁

目の当該置き場の利用者に対してあった。

二丁目自治会の当該場所は所有者変更の動きがありごみ置き場を変更さ

れることも予想されるので回答保留していたが、三菱自治会ごみ置き場を

利用することが了承されたとのこと。 本件の場合、自治会・町会の問題
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としてではなく、近隣の住民同士の話し合いで同意されたということで気

になっているところである。

○三菱子ども会代表（代理）

  ゴミネット設置の当番など役割分担とセットの話ですので、新たな対応希

望は三菱自治会の辻本自治会長に話をされれば、ごみネットの当番表に入

れてもらえ円滑にいくと考える。

○久寺家マンション自治会長

ごみ処理、防災訓練など自治会としての活動は円滑に処理されており問題 

はない。ゴミ処理などは自治会枠を超えた対応の合意形成をしておきたい。

○久寺家マンション子ども会

子ども会は７家族８人で、母親の仕事もあって子ども会の行事に参加しづら

いことが多かったが、このたびの「クリスマス会」のように、三菱子ども会

と合同で計画しまち協の支援も頂けることで参加しやすい状況になったと

考える。

○三菱子ども会代表（代理）

クリスマス会で行う予定の「ロケット工作」用のビニール管のカットなどに

ついて、夏休み宿題教室でご協力いただいたように、今回もまち協のご支援

をお願いしたい。

みんなでにぎやかにお弁当をいただくのが、子供たちにとって楽しみの一つ

であるので、その準備をしている。

○まち協会長

夏休み宿題教室を担当した方の中から、お申し出のロケット工作の支援スタ

ッフは確保している。地域多世代交流の推進のためにも、多くの地域の子供

たちの参加の支援をしたい。

○2丁目子ども会
3月に 6年生送る会予定。クリスマス会参加は未定。子ども会らしい行事は
なかなか難しくなってきていると考える（役員になりたくない、子ども会に

入らない等）が、実施の会は全員参加の伝統がある。

子ども会の良さ、楽しさ等についてもっとアナウンスして頂きたい。

○久寺家地区生活お助け隊隊長

お助け隊への依頼件数は増加傾向にあり、内容としては、ゴミ当番（ネット

の出し入れ等）の代行、パソコンの指導、庭木の剪定が多い。

問題点として、例えば庭木の剪定についていえば、樹木の高さ・太さ・量の多

さなどプロが行うレベルの依頼があることで、現地を確認して引き受けの判断

をしている。このように依頼内容によって一つの線引きをしなければならない

ようなケースが出てきているということ。
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今年も除雪の依頼が予想されるが、依頼が予想される方々との人間関係につい

ても考慮し、依頼し易い関係を日頃から考えて範囲を広げていきたい。

○民生委員

本年 11月をもって民生委員としての定年を迎えることになった。残念ながら、
後任の民生委員は不在で欠員になる見通し。自治会へも交代要員の選定を依頼

したが難しく今日を迎えてしまった。

こういった問題は二丁目だけの問題ではなく、我孫子市内で 10地区位が欠員
状態だと聞いている。私の担当地域でも高齢化が進み、地域の見守りの必要性

が高まってきていると考える。

班長さんのご負担が増えると思うが、どうかよろしくお願いいたします。

○民生委員

「風」の開設により、見守り対象の人とお会いする機会も多く、地域情報が集

まり易くなったと考える。

高齢者が多くなると、これまでの例からみると、今まで何でもなかったことが

気になって、ご近所とのトラブルを招きやすいことが多い。従って、地域の助

け合いや、心のケアの必要性が高くなる。

また、「安心カード」が各家庭で、しっかりと記入され・管理保管されている

かの問題があります。とくに新たに転入して来た方々はどうなっているのかの

確認が必要だと考える。

○市民活動支援課長補佐

現在、久寺家地区の他、天王台の北・南地区、新木地区の 4か所で地域会議が
進められています。こうした地域会議の情報を、市民に周知徹底していきたい。

そのために、広報（12 月 1 日）には地域会議特集として、その活動状況を掲
載予定。

 昨年はじめに、久寺家地区の地域会議に出席させていただいたが、その折に

は、例えば子ども会の皆さんなどは、小さな声でお話しされていたが、本日

は堂々と明瞭に発表されておられ、この地区の地域会議が順調に進められ、

根付いてきているなと感じた。

○施設管理部長

民生委員を管理しているのは「社会福祉課」だとすれば、そこが音頭を取っ

て後継者の選定をすべきと思う。

○民生委員

後任者の選定は、定年を迎える本人が後継者の目星をつけ推薦するのが原則

と聞いている。自治会として、民生委員が欠員となること、そして、その間問

題が発生した場合はどう対応したらよいか、住民に徹底しておく必要があると

考える。
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○北地区社会福祉協議副会長

希望者加入で参加しない人もいたが 65 歳以上全員加入と変更した老人会が、
退会者もなく継続されている例がある。民生委員の選出は、現状いずれの地区

でも難しい状況ではないかと思う。結局自治会長の選出と同じ方法で、自治会

単位で選出するしかないと考える。

○施設管理部長

子ども会の皆さんは、子ども会行事を、まちづくり協議会で行うことについ

て、どうお考えか。

○三菱子ども会代表（代理）

その方がやり易いように思う。子ども会として何かやるといった場合、親と

して必ず手伝わないといけないといった先入観から、子ども会に参加させな

いというムードがあると思われる。子供だけ参加させるだけでよいとなれば、

雰囲気は変わってくると思う。

また、子供同士が呼び掛けて、参加を促す方法も考えたらよいと考える。

今回も各子供会に合同の声掛けをし、また子供だけでも参加できるようにする

ことを視野に入れて準備を進めたい。

〇まち協会長

地域多世代交流の推進のためにも、クリスマス会には多くの地域の子供たち

の参加の支援をしたい。子供や老人を大切に、障がい者を大切にでモデル地

区を目指したい。まち協も支援する。

○事務局

次回の地域会議は、29年 2月 5日（日）に開催する。開催通知は 1か月前に
はお手元へ配布。

また、本日の会議議事録（案）は、10日以内に自治会長・町会長さんにお届
けする予定。自治会・町会の活動に役立てていただければと考える。

以上をもって平成２８年度第 3回久寺家地区地域会議を終了した。


